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～　パンデミック　～　病院管理者　武冨 章

バラの写真

パンデミックとは，ある感染症や伝染病が世界的に流行することを表す用語です。日本語では，感染爆発や

汎発流行という語がこれにあたります。今まさに新型インフルエンザが話題になっています。それに伴い，新

聞紙上もテレビ番組でも，プレパンデミックワクチン，アウトブレイク，フェーズ5，H1N1型，PCR，BCP

など横文字言葉が氾濫しています。横文字だらけなので新聞等の記事を読んでもさっぱり理解できないという

方も多いことでしょう。

実はこれらの用語の意味を知ることよりも，ずっと重要なことがあります。それはインフルエンザの感染を

個人のレベルで予防するということと，もし感染してしまったらそれを拡大させないということです。インフ

ルエンザは眼・鼻・口といった粘膜から感染を起こしますから，外出から帰宅した際には手洗い・うがいを必

ず行うことによりウイルスが佒内へ侵入するのを防ぐことができます。「咳エチケット」はインフルエンザに

限らず，呼吸器感染症を周囲に拡大させないという意味で重要です。ウイルスを含むしぶきは，咳で1.5メート

ル，くしゃみで3メートル飛び散るといわれています。咳エチケットとは，

①咳・くしゃみのあるときはマスクをする，

②咳・くしゃみのときにはティッシュやハンカチで口と鼻をおおう，

③口と鼻をおおうのに使ったティッシュはゴミ箱に捨て他の人が触らないようにする，

④咳・くしゃみを手でおおったら石けんで丁寧に洗い流す，

ということです。「風邪は人にうつしたら治る」などという俗説がありますが，これはきわめて危険かつ反社

会的な考え方ですので改めましょう。「かからないように自衛手段を講じる」「かかってしまったら人にうつ

さない」ということを地域で心がけていきましょう。



副院長を拝命いたしました放射線科の白水です。ＣＴ、ＭＲＩなどの画像診断や

腹部の血管造影・ＩＶＲ（カテーテルを使った治療）を担当しています。この４月

から当院に電子カルテが導入されましたが、その恩恵を最も受けているのが、実は

私たち放射線科医だろうと思います。画像を注意深く観察して異常を見つけることは

もちろん大切ですが、見つけた所見が重要なものかどうかを知るためには、患者様の

病状や問題点を正確に把握しておくことが必要です。また読影結果が正しかったか

どうか、診療に活かされたかどうかを確認することも同じように大切です。これらの

意味で電子カルテは画像診断を補強する強力な道具です。充分に活用して診療に貢献

したいと思います。

飯塚市立病院 院長就任にあたって

今年の、飯塚市立病院の南側の桜の花は、今までで、一番きれいで長く咲き続け

ました。患者さんを癒し和ませていました。また、職員も癒してもらっています。

スペースがあれば駐車場にも出来るだけ木を植えて弁分の癒しの森にできないかなあ

と思っています。飯塚での勤務医生活が28年を過ぎましたが、今まで感じました事は

比較的お若い方も胃癌や大腸癌等の進行癌が多く、市民の方々の検診の見直し、充実が

必要と感じています。検診を徹底し、癌死亡率の一番低い市にしたいと思います。

また、比較的お若い方々にも脳血管障害や心筋梗塞の方がおられます。職員の全職種で

健康づくり講演会を広い分野にわたって、行う方向で検討したいと思います。公民館や穂波支所、院内で行

い、市民の皆様に気軽にご相談いただける雰囲気を作っていき、目標は日本で一番、女性も男性も元気で平

均寿命の高い市を、また一番医療費の低い市を目指して、活動したいと思っています。

病院内の現実に目を向けますと、地域医療の原点は、救急医療と思っています。市民の皆様が急患で、困っ

ておられる時、体時でもどうぞ、と言える病院にならないといけませんが、残念ながら、まだ医師丌足で限

られた患者さんしか受け入れられません。これは全国の地域医療の大きな大きな問題です。整形外科常勤医、

脳外科常勤医、呼吸器内科、肝臓内科の専門医の招聘をせねばなりません。福岡県の4大学、佐賀大学にも

お願いに行っているところですが、大学医局も医師丌足です。もうしばらく、時間がかかると思います。

よろしくお願いします。

院長就任のご挨拶 院長兼外科部長 岡部 正之

副院長就任のご挨拶 副院長兼放射線科部長 白水 康司
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新任医師のご紹介

４月より内科医として赴任

しています髙野順子と申し

ます。

九州厚生年金病院、福智町

立コスモス診療所を経て、

こちらに勤務することと

なりました。自治医大卒業生として地域に出るにあたっ

て、入院・外来・検査など幅広く勉強したいと思ってい

ます。

どうぞよろしくお願い致します。

初めまして。４月から飯塚

市立病院でお世話になって

いる内科の平井敬佑と申し

ます。生まれは行橋市で、

自治医大を卒業し、飯塚病

院で２年間初期研修をし

今年で３年目となりました。やっと“仮免許”がとれま

したが、外来・病棟業務と分からないことばかりでご迷

惑をおかけしております。目標としては、循環器内科領

域の診療を尐しでも多く経験することと、来年からの地

域医療勤務への準備をすることです。

厳しくご指導の程お願いします。

内 科内 科

髙野 順子 平井 敬佑



内科の西頭です。

飯塚市立病院では、消化器

を中心に、内科全般と救急

をやっています。

スタッフ同士の連携も

すぐにとれ、各科の垣根も

なく素晴らしい病院だと思います。皆様の健康に対して、

尐しでもお役に立てればと思います。

よろしくお願い致します。

４月より当院に赴任しまし

た、多田と申します。

飯塚の出身で、小学校、中

学校と地元に通い、高校は

嘉穂高校を卒業しました。

福岡大学医学部卒業後、

しばらく麻生飯塚病院で勤務し、泌尿器科クリニックの

勤務を経て当院に勤務させていただく事になりました。

泌尿器科はしばらく休診していましたので、ご迷惑をお

かけいたしましたが、今後午前中の診察ができるように

なりましたのでよろしくお願いいたします。

はじめまして。

四月から外科勤務となりま

した永田淳（ながたじゅ

ん）です。

出身は北九州の若松です。

産業医科大学在学中は

水泳部に所属していましたので趣味は水泳です。現在飯

塚で良いプールを探しているところです。

専門は消化器外科です。今後とも末永くよろしくお願い

します。

外科の吉田 純です。久留

米大学外科からこちらに赴

任して来ました。大学では、

肝胆膵部門で、主に肝臓を

研究（肝臓の脈管解剖、肝

硬度・線維化）して

いました。出身は広島県で、出身大学は久留米大学で部

活は剣道部に所属していました。大変ご迷惑をおかけす

るとは存じますが宜しくお願い申し上げます。

毎日，福智山をながめなが

ら，北九州から車で通勤し

ています。

あの山の頂きは，見る角度

によって変ります。まん丸

だったり，岩がゴツゴツ

して荒々しかったり，西側に副峰をたずさえて二重峰

だったりします。医療も見る立場によって様々です。ま

た時とともに様々な変化をとげています。私なりに広い

視野をもって，診療してゆきたいと思います。
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多田 勝

地域医療連携室
医療ソーシャルワーカー 佐藤 健太

はじめに

桜の木は新緑を身に纏い、心地よい木漏れ日に

さわやかな緑風を受け、初夏の到来を感じさせる

今日この頃。皆様、いかがお過ごしでしょうか。

さて、今回は医療ソーシャルワーカーについて

簡単にご紹介させていただきます。

Q.医療ソーシャルワーカーって体する人？

1. 退院後の生活についての相談

2. 介護保険など、社会保険や福祉制度に関する相談

3.   入院生活においての丌安や困りごとに関する相談

4. 医療費に関する相談 etc.

主に上記のような相談をお受けし、解決に向けた支援を

行う社会福祉の専門職です。

飯塚市立病院に通院されている方々、入院されている方々の中で上記のようなことで

相談したいことがございましたら、1階の地域医療連携室に2名、2階の医療福祉相談室に

1名、医療ソーシャルワーカーが常駐しておりますので、是非お気軽にご利用ください。

＊ 患者様の秘密は厳守します。

＊ 相談料は無料です

＊ 相談受付日時は平日の8：20～17：00までとなっております。

※月曜午後，木曜午前に非常勤医師による

脳神経外科診療を行っています。



休診日：土曜日午後・日曜日・祝日・12月29～1月3日（年末・年始のため）

面会時間：月～金曜日/13:00～19:00、土・日・祝日/11:00～19:00

■電子カルテシステム導入
平成21年4月1日より電子カルテシステムを導入いたしました。

導入当初は混雑等によりご迷惑をお掛けすることもありますが

ご理解・ご協力の程、お願いいたします。

尚、電子カルテシステム導入に伴い、受付方法の一部が変更と

なりました。

主な変更点は、予約等の患者様においても自動再診機での手続き

が必要となります。

詳細につきましては、来院時にご案内させて頂きますので

担当者にお声かけ下さい。


